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 ～前期比年率＋1.0％と、４四半期連続のプラス成長を予想～ 
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11 月 14 日に公表される 2019 年７-９月期の実質ＧＤＰ成長率を前期比年率＋1.0％（前期比＋0.3％）

と予測する。10月 31日の段階では前期比年率＋1.1％（前期比＋0.3％）と想定していたが、その後公

表された経済指標の結果を反映し、予測値を微修正する。 

本日公表された９月分の国際収支統計では、筆者の想定よりもサービス輸出が上振れた一方、財輸

出が下振れたことから、実質輸出の予測値を前期比▲0.3％（従来予測値：同▲0.2％）に若干下方修

正した（実質輸入の予測値は前期比＋0.3％で変更なし）。輸出は前期比マイナスを予想するが、これ

はサービス輸出の減少が主因であり、財輸出については前期比＋0.8％と増加したとみられる。財輸出

の下げ止まり感が窺えることは好材料だ。米国向けが弱いものの、アジア向けの電気機械輸出が持ち

直しつつあることが寄与している。なお、７-９月期の輸出については、日韓関係の悪化に伴って訪日

外客数が減少したことで、非居住者家計の国内での直接購入が前期比▲7.2％の大幅減少になったとみ

られることも輸出の下押しに効いている（輸出を前期比で 0.3～0.4％Pt程度押し下げ）。 

その他、10月 31日時点で未公表だった９月分の家計調査と家計消費状況調査の結果についても反映

を行った。駆け込み需要の顕在化から９月は家計調査、家計消費状況調査とも急増したが、概ね筆者

の想定通りの結果だったことから、個人消費の予測値は前期比＋0.7％で変更していない。 

（需要項目ごとの予測値の解説は、「2019 年７-９月期ＧＤＰ（１次速報）予測」（10 月 31 日発行）をご参照ください） 
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実質ＧＤＰ 0.3

（前期比年率） 1.0

内需寄与度 0.4

外需寄与度 ▲ 0.1

民間最終消費支出 0.7

民間住宅 0.5

民間企業設備 0.9

民間在庫変動（寄与度） ▲ 0.2

政府最終消費支出 ▲ 0.1

公的固定資本形成 1.1

財貨・サービスの輸出 ▲ 0.3

財貨・サービスの輸入 0.3

名目ＧＤＰ 0.4

（前期比年率） 1.6

※断りの無い場合、前期比（％）

(出所）内閣府「国民経済計算」、第一生命経済研究所

2019年7-9月期ＧＤＰ予測


